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三
月
十
二
日
か
ら
九
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
た
三
月
定
例
町
議
会

は
、
九
億
三
千
二
百
五
十
三
万
五
千

円
に
の
ぼ
る
新
年
度
一
般
会
計
予
算

を
は
じ
め
、
二

つ
の
特
別
会
計
予
算

な
ど
二
十
一
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
点
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
可
決
さ
れ
た
新
年
度

予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(2) 

特別土地保有税
307 円

議ミ
35，827円)

軽自動車税
4 4 4月

使用料及
び手数料繰入
繰越金18，133千円

L旦盆
その他lOJ42 千円1. 1 ~ち

建
設
事
業
の
完
成
に
伴
い

昨
年
比
二
六
、

九
二
%
減

電気税
1，5 9 7円

高
度
成
長
か
ら
一
転
し
て
長
期
の

不
況
を
低
迷
す
る
わ
が
国
の
経
済
は
、

景
気
回
復
の
諸
施
策
が
打
ち
出
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
均
衡
の
と
れ
た

安
定
成
長
路
線
へ

と
移
行
し
つ

つ
あ

り
ま
す
。

報

(総額

公

亙~

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
今

年
の
予
算
は
、
健
全
財
政
を
堅
持
し

て
い
く
た
め
に
、
経
費
の
節
減
を
は

か
り
、
有
効
な
行
政
能
率
を
念
~
顕
に

編
成
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
九
億

三
千
二
百
五
十
三
万
五
千
円
で
、
昨

年
当
初
よ
り
ニ
六

・
九
一
一パ
ー
セ
ン

ト
減
と
な
り
ま
す
。
減
と
な
っ

た
原

因
は
、
昨
年
度
で
は
歳
出
の
五
割
以

上
を
占
め
て
い
た
建
設
事
業
の
内
、

大
半
の
継
続
事
業
が
完
成
し
た
の
と
、

多
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
庁
舎
建

設
を
、
本
年
と
来
年
の
両
年
度
に
か

け
て
建
設
す
る
た
め
、
そ
の
財
源
を

保
つ

た
め
当
初
予
算
を
減
少
さ
せ
て

い
る
の
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す。

町
税
は
昨
年
比
一

苦
し
い
台
所
状
況
、
七
割
が
依
存
財
源

九A

七
%
増

町

町民 1人当りの町税

町たばこ消費見
2.150円

和

eら

E百

今
年
の
予
算
の
歳
入
は
、
グ
ラ
フ

を
参
照
し
て
い
た
だ
け
ば
わ
か
る
よ

う
に
、
地
亙
父
付
税
、
町
税
、
国
庫

支
出
金
、
県
支
出
金
、
町
債
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
み
な
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
く
予
定
の
町
税
で

す
が
、
昨
年
度
よ
り
四
千
七
百
十
万

三
千
円
増
の
二
億
九
千
百
五
十
六
万

三
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

を
町
民
一
人
当
り
に
換
算
し
ま
す
と

三
万
五
千
八
百
二
十
七
円
、
一

世
帯

当
り
十
三
万
五
千
四
十
五
円
納
め
て

い
た
だ
く
計
算
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
年
々
伸
び
る
町
税
だ
け
で
は
財

政
運
営
は
な
り
た
た
ず
、
そ
の
財
源

は
、
地
方
交
付
税
、
国
・
県
の
補
助

金
に
依
存
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度

地
万
交
付
税
は
、
前
年
度
よ
り
六
百

万
円
増
の
三
億
四
百
五
円
、
国
庫
支

出
金
に
お
い
て
は
九
千
六
百
六
十
一

万
四
千
円
、

県
支
出
金
七
千
五
百
四

十
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
す
る

た
め
に
借
り
入
れ
る
町
債
は
、
七
千

三
百
十
万
円
と
な
り
、
乙
の
四
項
で

す
で
花
町
歳
入
の
六
割
に
も
及
び
、

本
町
の
財
源
は
依
存
財
源
に
た
よ

っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

立をはかる

/慌

町民税
14，4 1 4円
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固定資産税
16，915円
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報

|町民 1人当りの支出 (総額 114，950円)I 

事翠 併 鍋 母語 締 b 
土木費円 総務費円 民生費円 衛生費円 教育費円 農林水産業円費
20.587 17，094 16，798 14，312 14，147 8，275 

公町手口日吉(3) 

住みよい町づく

一出
一

亙今
年
の
建
設
事
業
の
概
要
を
説
明

し
ま
す
と
、
第
一

K
前
項
で
述
べ
ま

し
た
よ
う
に
庁
舎
建
設
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
現
在
設
計
協
議
中
で
、
当
初

予
算
に
工
事
費
は
計
上
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
具
体
的
設
計
計
画
を
急

ぎ
、
補
正
予
算
を
く
み
、
今
秋
よ
り

工
事
者
工
来
年
度
中
に
は
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
都
市
化
す
る
町
の
基
盤
づ

く
り
を
は
か
る
た
め
、
縫
杭
事
業
の

都
市
下
水
路
道
川
改
修
工
事
及
び
溝

き
ょ
改
良
工
事
、
県
費
補
助
に
よ
る

舗
装
工
事
二
路
線
、
農
道
改
良

一
路

線
、
町
単
独
良
道
舗
装
工
事
四
路
線

な
ど
、
八
路
線
の
舗
装

・
改
良
工
事

国
保
予
算

2
億

4
千
万
円

保
税
は
、
前
年
度
よ
り
一
千
七
白
十

万
四
千
円
多
く
見
込
み
、
一
億
二
百

七
十
一
万
四
千
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。
ち
な
み
に
、
一
世
帯
当
り
と

一
人
当
り
の
費
用
と
負
担
を
示
せ
ば

別
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

乙
の
国
保
税
額
は
、
み
な
さ
ん
が

医
者
に
か
か
る
「
医
療
費
」
を
基
準

に
し
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
む
や
み
に

医
者
の
は
し
と
を
し
た
り
、
時
間
外

で
か
か
っ
た
り
が
税
の
値
上
が
り
と

な
り
ま
す
の
で
と
注
意
下
さ
い
。

都市基盤の確

総
予
算
額
二
億
四
千
四
十
六
万
四

平
内
で
、
対
前
年
度
比
一
九
・
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
す
。

年
々
、
医
療
費
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
り
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
の

負
担
す
も
こ
れ
に
比
例
し
て
増
え
て
お

り
ま
す
。

医
障
費
と
し
て
、
国
か
ら
も
一
億

四
百
七
万
七
千
円
の
負
担
金
と
七
百

四
十
四
万
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
が
、
残
り
は
国
保
税
で
ま
か
な

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
乙
の
国

福
祉
充
実
と
生
活
環
境
の
整
備

い
よ
い
よ
今
秋
よ
り
庁
舎
建
設
予
定

が
行
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
新
設
道
路

も
、
中
学
校
西
門
に
接
続
す
る
道
路
、

清
水
三
号
線
関
連
道
路
、
生
活
関
連

道
路
三
本
の
実
施
計
画
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
調
杏
費
を
計
上
し
た

地
積
調
査
を
、
い
よ
い
よ
本
年
度
よ

h
常
永
地
包
か
ら
実
施
す
る
な
ど
、

将
来
を
見
越
し
て
の
工
事
着
手
が
行

わ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
、
縫
杭

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
町
営
住

常
建
設
も
、
耐
火
構
造
二
階
建

(一

種
)

一
棟
(
六
戸
)
を
引
続
い
て
上

河
東
地
内
に
建
設
致
し
ま
す
。

ま
た
、
最
重
点
施
策
と
し
て
推
進

す
る
福
祉
行
政
の
う
ち
、
母
子
家
庭

医
療
助
成
は
、
従
来
入
院
の
み
の
適

用
だ
け
で
し
た
が
、
通
院
治
療
の
適

用
を
実
施
。
重
度
心
身
障
害
児
給
付

金
を
七
千
円
か
ら
二
万
円
に
大
幅
引

上
け
、
高
齢
者
給
付
金
を
七
千
円
か

ら
一
万
円
に
増
額
致
し
ま
す
。
そ
の

他
、
押
越
ち
び
っ
こ
広
場
の
建
設
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
推
進
を
は
か
る

な
ど
、
き
め
細
か
い
施
策
が
組
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
全
な
人
づ
く
り
を
目
指

す
教
育
関
係
も
、
つ
ね
に
重
点
施
策

に
考
え
、
小
学
校
関
係
で
は
、
体
育

館
の
補
修
工
事
、
五
号
館
渡
り
廊
下

隣
り
の
便
所
改
築
、
救
助
袋
の
購
入
、

中
学
持
関
係
で
は
、
鉄
骨
づ
く
り
の

箇
直
建
設
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

乙
の
他
、
社
会
体
育
の
活
発
化
K

伴
い
、
中
学
校
庭
に
全
面
使
用
で
き

る
、
夜
間
照
明
施
設
の
設
置
な
ど
が

今
年
度
お
も
な
事
業
内
容
で
す
。

税負担額と還元額

1世帯当り1人当り

使われる

予算t}J'!

65，290円



(4) 

十
六
名
の
新
議
員
誕
生

投
票
率
は
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

報

統
一
地
方
選
挙
最
後
の
町
議
会
議

員
選
挙
は
、
四
月
二
十
二
日
町
内
四

醤
高
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
票
は
即
日
開
票
で
、
七
時
よ
り

押
原
山
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
が
、
ほ
ぼ
八
時
頃
に
は
新
議
員
さ

ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。

定
員
十
六
名
K
対
し
、
十
七
名
が

立
候
補
、
少
数
激
戦
と
身
近
な
選
挙

と
あ
っ
て
、
当
票
率
は
九
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
非
常
に
高
い
率
と
な
り
ま

し
た
。翌

日
、
当
選
し
た
各
議
員
さ
ん
に

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選

公町手口昭

五月は現況屈を

量
目
が
渡
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
住

民
代
表
と
い
う
作
曲
場
に
お
け
る
決
意

を
新
た
に
、
町
政
発
展
に
努
め
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す。

五
十
音
順

(敬
称
略
)

新

相

原

豊

飯

喰

現

秋

山

俊

明

西

条

二

区

現

有

泉

淳

夫

河

東

中

島

新

石

原

国

夫

河

西

現

小

沢

弘

飯

喰

新

川

田

武

築

地
新
居

元

小

林

正

次

押
越

元

小

宮

山

併

西

条
二
区

元

小

宮

山

光

治

紙

漉

阿

原

現

高

野

広

林

西

条

二

区

現

豊

川

弐

也

河

西

新

野

沢

文

弥

西

条

一
区

元

保

坂

篤

上

河

東

現

牧

野

方

宏

清

水

新

居

現

三

神

華
章

押
越

新

渡

辺

進

西

条

二

区

年金だより

今
月
は
、
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、

母
子
年
ム
辺
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
、
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。

こ
の
用
紙
は
、
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

「
現
況
届
」
は
、
毎
年
五
月
に
、

あ
な
た
や
家
族
の
状
態
な
ど
に
変
化

が
な
い
か
を
確
認
し
、
引
き
続
き
年

勺
配
税
奨
励
金
の
廃
止
に
つ

従
来
納
税
奨
励
金
と
し
て
、
税
額

K
対
す
る
比
率
で
交
付
し
て
お
り
ま

し
た
こ
の
制
度
も
、
昭
和
二
十
九
年

創
立
当
時
は
、
シ
ャ
ー
プ
勧
告
に
よ

る
税
額
の
数
十
数
百
倍
に
及
ぶ
急
騰

と
と
も
に
納
税
K
対
す
る
意
識
も
低

く
、
し
た
が
っ
て
滞
納
も
多
く
、
財

源
確
保
の
方
途
と
し
て
組
合
を
組
織

し
て
、
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る
べ

く
、
納
税
組
合
育
成
と
い
う
考
え
の

な
か
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

交
付
の
方
法
と
し
て
、
税
額
の
何

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
方
法
で
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
が、

ζ

の
方
法
に
は

問
題
が
あ
り
、
特
に
国
民
健
康
保
険

い
て

税
に
つ
い
て
は
目
的
税
で
も
あ
り
、

ま
た
、
一
般
の
税
に
つ
い
て
点
徴
収

し
た
税
金
を
奨
励
金
と
し
て
還
付
す

る
乙
と
は
、
税
の
趣
旨
に
反
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
指
導
機
関
の
県

か
ら
も
再
三
に
わ
た
っ
て
廃
止
す
る

よ
う
指
導
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
納
税

者
に
お
い
て
も
義
務
意
識
が
穆
透
し
、

百
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
納
税
が
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
餐
肪
金
制
度
を
廃

止
し
、
改
め
て
昭
和
五
十
四
年
度
よ

り
、
納
税
組
合
を
運
営
し
て
い
く
た

め
の
経
費
と
し
て
助
成
す
る
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。

な
お
、
給
与
所
得
者
の
勤
務
先
に

お
い
て
、
給
料
よ
り
差
引
か
れ
納
税

す
る
税
金
(
特
別
徴
収
)
に
つ
い
て

も
、
同
じ
よ
う
に
奨
励
金
を
交
付
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま

し
て
は
も
と
も
と
徴
収
に
手
数
の
か

か
る
も
の
で
な
く
、
こ
れ
に
奨
励
金

を
つ
け
る
乙
と
は
不
合
理
で
あ
る
た

め
、
段
階
的
K
、
昭
和
五
十
三
年
度

分
を
一
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
昭
和
五

十
四
年
度
分
を
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
、

五
十
五
年
度
よ
り
廃
止
致
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
改
正
も
致
し
、
税

金
の
よ
り
有
効
な
使
用
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
C
理
解
を

賜
わ
り
ま
す
と
と
も
に
納
税
に
対
し

ま
し
て
、

一
層
の
C
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

-末
T
hリ
「

J
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J
-
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、、
-
-
.
H
リ
ロ
口
』

r

eI4ノ
て
〈

L

l
」ノ

L
l
手
月
毛

今
月
か
ら
体
育
館
一
般
開
放

三
月
二
十
六
日
に
竣
工
式
が
行
わ
日
か
ら
開
放
と
な
り
ま
し
た
。

れ
た
町
民
体
育
館
は
、
四
月
か
ら
の
こ
の
体
育
館
の
使
用
に
お
い
て
は

開
思
ア
定
が
大
幅

K
遅
れ
、
五
月

一

次
の
よ
う
な
使
用
規
定
を
設
け
て
あ

り
ま
す
の
で
、
規
則
を
守
り
、
健
康

な
休
づ
く
り
を
川
口
指
し
大
い
に
利
山

し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
上
の
規
則

③
使
用
者
は
使
用
す
る
日
の
前
月
十

日
か
ら
二
十
日
ま
で
に
、
使
用
許
可

申
請
書
を
教
育
委
員
会
K
提
出
。

②
使
用
決
定
し
た
と
き
は
使
用
料
を

納
入
、
使
用
日
に
責
任
者
が
使
用
許

可
証
を
公
民
館
内
ガ
ー
ド
マ

ン
(
夜

金
か
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ

る
大
切
な
も
の
で
す
。

も
し
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
を
止

め
ら
れ
た
り
、
遅
ら
さ
れ
た
り
す
る

乙
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
日

ま
で
に
正
し
く
と
記
入
の
上
、
社
会

保
険
事
務
所
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

聞

に

提
出
、
鍵
を
借
り
入
館
す
る
。

③
使
用
時
間
は
平
常
午
後
七
時
よ
り

午
後
十
時
ま
で
と
す
る
。

④
原
則
的
K
一
団
体
月
三
回
以
内
の

使
用
と
す
る
。

@
使
用
者
は
専
用
ジ
ュ

i
ズ
を
使
用

す
る
。

⑥
競
技
中
は
禁
煙
、
飲
食
物
も
禁
止
。

⑦
使
用
後
の
片
付
け
清
掃
は
必
ず
行

λ
ノ
。町民体育館使用料

時
時
|
回

M
M
O
一

p
p
o
一

ト

ト
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…mm
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報

本
年
度
目
標
面
積

九
十
四
、
三
へ

ク
タ

i
ル

/ノ

水
田
利
用
再
編
対
策
ρ

三
年
間
を

一
期
と
し
て
、
昨
年
よ
り
実
胞
さ
れ
て
い
る
か
，
水
田
利
用
再

編
対
策
グ
。
今
年
度
目
標
面
積
は
、
昨
年
と
同
面
積
九
十
四
、

三
ヘ
ク
タ

ー
ル
と
決
ま
り
、
五
百
二
戸
の
農
家
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
主
食
と
な

っ
て
い
る
米
も
、
年
々
需
要
が
減
り
つ
づ
け
、

今

年
十
周
末
に
は
、
政
府
米
の
持
越
米
が
七
百
万
ト
ン
に
達
す
る
見
込
み
で
、

食
管
赤
字
は
実
に
八
千
億
円
と
い
う
額
に
な
り
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
l
乙
の
食
管
制
度
を
堅
持
す
べ
き
、
需
要
均
衡
を
保

つ
た
め
、

C
協
刀
を
お
願
い
し
ま
す
。

目
標
面
積
完
遂
に
と
協
力
を

昨
年
度
八
八
・
四
の
達
成
率

乙
の
対
策
は
、
水
田
の
高
い
生
産

力
を
、
自
給
率
の
低
い
麦
や
大
豆
、

飼
料
作
物
江
ど
に
よ
っ
て
、
米
の
需

給
を
均
衡
さ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

公

た
農
業
生
産
体
制
を
確
立
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
地
域
の
実
態
に
あ

ヲ

た
転
作
の
奨
励
を
進
め
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
度
本
町
の
転
作
状

況
は
、
目
標
面
積
九
十
四
・
三
ヘ
ク

町手口目百

転作奨励金 1 0 a当り

種 類 基本額 計加算額画 β、、最高j牛l 

円 円 円

lOpOO 
飼特麦料定大作作豆物物、そば、 53β00 '‘...， 73β00 

転
等( 20β00 

作

柿永果年樹桃、アしス性除(パ作ブくラ)物ド、桑伐等桜
10ρ00 

奨 53ρ00 73，000 i 

励
20ρ00 

金
一般作物

一般魚地野菜、レ、林木
7，000 

51β00 i 
等養 ンゲ

38，000 
13POO 

震も理協の転等作へ預託を行う 38，000 
7，000 

51，000 
13，000 

住〉
u十画推額iま水間|問時属而母国主明ti下率1Q，tじて決

管め理ら制れ計乍画勾策十画定力に調司i、て岬T長ぽ碇悩要となりまt
2 持2f乍3れた場合同浪られまえ

(5) 

急
ぎ
の
動
物
処
理
は

玉
穂
村
の
管
理
セ
ン
タ
ー
ヘ

毎
片

一
回
第
一
金
曜
日
に
は
、

不

る

乙
と
が
で
き
な
い
、

病
気
な
ど
で

用
犬
収
集
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
処
分
を
急
ぐ
場
合
に
は
、

手一
穂
村
K

当
日
、

犬
だ
け
つ
な
い
で
飼
主
は

そ

あ

る

山

梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

の
ま
ま
帰
っ

て
し
ま
う
と
い
う
ζ

と

直
接
連
て
い
っ
て
処
分
す
る
ζ

と
が

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
飼
主
は
、
十
時
で
き
ま
す
。
場
所
は
別
図
巴
宿
し
て

の
回
収
車
が
到
着
す
る
ま
で
、
、
必
ヲ
あ
り
ま
す
の
で
と
利
用
下
さ
い
。

そ
の
場
所
に
い

る
よ
う
注
意
を
お
願

師
刑

L

一

件

甲

府

=

い
し
ま
す
。

阪
山
限
「
「

l
和
防
陣
隙
!
と

な
お
、
乙
の
日
に
都
合
で
連
て
来
日
深
中
島
、↑
一

件

f
E一
二

「

し

玉
穂
村
役
場

西
川
角

-
s

一

一

十

身

延

二

「

L

公
害
の
な
い
町
づ
く
り

振
動
規
制
を
四
月
一
日
か
ら
実
施

四
月
一
日
よ
り
新
た
に
伝
動
規
制
※
左
記
に
掲
げ
る
機
械
、
建
設
作
業

法
が
施
行
さ
れ
、
大
型
機
械
、
建
設
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

工
事
、

道
路
交
通
長
動
に
対
し
て
規
特
定
施
設

l
液
一生
ノ
レ
ス
、
機
械

制
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ス
、
せ
ん
断
機
、
鍛
造
機
、
ワ

こ
れ
ら
、
機
械
ィ
ャ

i
フ
ず
ミ
ン
グ
マ
シ
ン
、
圧
縮

設
置
及
び
建
設
工
機
、
土
石
用
又
は
鉱
物
用
の
破
砕
機
、

事
に
際
し
て
は
、
摩
砕
機
ふ
る
い
及
分
級
機
、
織
機
、

届
出
を
昭
和
町
役
ド
ラ
ム
バ

l
カ
i
、
チ
ッ
パ

i
、
印

場
保
健
課
に
す
る
刷
機
械
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

ょ
う
義
務
づ
け
る
マ
シ
ン
並
び
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
製

他
、
す
で
に
設
置
造
機
械
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
妊
製
造

さ
れ
て
い
て
公
害
機
械
、
ゴ
ム
練
用
又
は
合
成
樹
指
用

発
生
と
な
っ
て
い
の
ロ

i
ル
機

る
機
械
等
は
、
改
特
定
建
設
作
業

l
く
い
打
機
、
く

善
命
令
な
ど
を
し
い
抜
き
、
鋼
球
を
使
用
し
て
建
築
物

公
害
の
な
い
住
み
そ
の
他
の
工
作
物
を
破
壊
す
る
作
業
、

よ
い
町
づ
く
り
を
舗
装
版
破
砕
機
を
使
用
す
る
作
業
、

め
ざ
し
ま
す
。
ブ
レ
ー
カ
を
使
用
す
る
作
業
。

タ
ー
ル
に
対
し
、
八
十
八
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
の
達
成
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。

転
作
し
た
作
物
を
み
る
と
、

一
般

作
物
が
全
体
の
七
十
二
パ
ー
セ
ン
ト

に
も
及
び
、
ナ
ス
、
キ
旦
ウ
リ
、
ト

マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
モ
ロ
コ
シ
が
そ
の

ι似を
上
口
め
、

麦
、
飼
料
作
目
の
特

ウ忌
作
物
、
カ
キ
、
ウ
メ
、
リ
ン
ゴ
、

モ
モ
の
永
年
作
物
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。乙

の
転
作
K
は
、
別
表
の
よ
う
K

転
作
奨
励
金
生
存
し
、
転
作
農
家

の
奨
励
を
呼
び
か
け
る
ほ
か
、

農
事

組
合
あ
る
い
は
地
区
で
、
水
田
所
有

農
家
の
水
田
利
用
計
画
を
つ
く
り
、

昌
協
達
成
さ
れ
た
場
合
に
は
、

奨
励

金
の
ほ
か
計
画
加
算
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
転
作
に
対
し

て
の
援
助
が
進
め
ら
れ
て
い
く
わ
け

で
す
が
、
く
わ
し
い
点
に
つ
い
て
は
、

役
場
経
済
課
へ
問
い
合
せ
下
さ
い

。

時間の区分
区域の区分

第一種区域

第二種区域

ま
た
、
処
分
す

る
犬
が
登
録
し
て

あ
り
注
射
済
の
犬

に
つ
い
て
は
、
役

場
保
健
課
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

図
乙之

山梨県愚物管理センター

幅五現場百
晴
南
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イ多今;乞そう

乙乙ではお互いが着付さん
慣れないだけにたしU¥ん 一一条右衛門太夫信竜一

1 6番隊で出陣

本番前のリハーサル…・

2 4、勢揃いー右一二人目一条右
衛門太夫信竜に粉する町長

(舞鶴公園にて)

(6) 

乙の日のためlとりフぱなヒゲに
仕上げ大、陪嚇する石原岡妄

献
の
儀
の
ひ
と
乙
ま

願
文
を
読
み
必
勝
を
期
す

(
押
小
校
庭
)



報

わ
に
ぐ
ち

上
河
東
妙
福
寺
所
蔵
の
鰐
口
(
直

径
四
十
セ
ン
チ
位
い
の
青
銅
製
に
て
、

寺

院

な

ど

認

か

け

る

、

富

士

合
わ
せ
た
鼓
の
よ
う
な
も
の
で
、
打

ち
な
ら
し
て
音
を
発
す
る
も
の
)
は

周
囲
に
あ
る
銘
に
よ
る
と
、
甲
州
巨

摩
郡
河
内
下
山
郷
新
長
谷
寺
公
用
泰

宏
持
也
、
干
時
天
文
二
年
乙
未
(
一

五
三
三
年
)
春
正
月
吉
日
大
檀
那
源

信
友
天
狗
沢
大
工
大
願
主
泉
長
坊
と

刻
さ
れ
て
お
り
、
陥
和
三
十
五
年
十

一
月
七
日
工
芸
品
と
し
て
、
脳
和
町

初
の
県
指
定
文
化
財
と
な
り
今
日
に

至
石
。
毎
年
一
月
二
十
六
日
の
文
化

財
防
火
一
ア

i
(脳
和
二
十
四
年
一
月

二
十
六
日
法
隆
寺
壁
画
焼
損
の
日
を

定
め
、
文
化
財
を
火
災
震
災
そ
の
他

か
ら
守
る
、
文
化
財
極
集
護
思
想
の
高

揚
か
全
国
的
に
図
ら
れ
て
い
る
。
)

に
は
、
甲
府
地
区
消
防
本
部
の
係
官

の
立
入
検
査
が
、
関
係
者
の
教
育
委

員
会
、
文
化
財
審
議
会
、
寺
院
総
代

の
も
と
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

き
て
、

ζ

の
鰐
口
が
何
れ
の
時
代

か
ら
妙
福
寺
に
所
蔵
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
、
最
近
発
見
さ
れ
た
古
文
書

竺問』
11紹介

公町手口日百(7) 

唯

の
県
指
定
文
化
財

上
河
東
妙
福
寺
の
鰐
口

文
化
財
審
議
副
会
長

H
V

妙
福
寺
古
記
書
上
書
。
，
，文
化
三
年

寅
四
月
日
に
よ
る
と
、
鰐
口
が
捨
て

置
か
れ
た
こ
と
。
並
び
花
、

客
殿
の

柱
に
あ
る
刀
痕
が
つ
け
ら
れ
た
の
は
、

ひ

と

つ

み

ぎ

り

い

っ

一
に
天
文
法
乱
ウ
師
と
申
し

一
に
信

た
し
力

長
一
乱
之
町
と
申
候
皆
申
伝
に
て
憶

こ
れ
な
く
そ
う
ろ
う

成
正
拠
書
物
等
も
無
之
候
と
あ
り
ま

す。
こ
の
鰐
口
が
、
県
指
定
に
な

っ
た

二
年
前
の
昭
和
三
十
一
二
年
初
夏
、
昭

和
村
誌
が
編
集
(
主
任
l
故
窪
田
美

英
氏
)
さ
れ
て
お
り
、
村
誌
五
百
七

十
六
頁
に
柱
の
刀
痕
並
び
に
鰐
口
に

つ
い
て
-記
さ
れ
て
お
る
の
を
み
る
と
、

明
治
初
年
の
出
来
事
で
あ

っ
た
と
記

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
文
化
三
年
(

一八

O
六
年
)
の
前
記
古
文
書
の
発

見
に
よ
っ
て
、
時
代
考
証
か
ら
明
治

初
年
の
出
来
事
で
な
か
っ
た
事
が
立

証
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す

D

な
お
、

乙
の
古
文
書
に
は
、
妙
福
寺
の
由
来

に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
お
り
、
妙
福

寺
は
、
住
士
口
真
言
宗
の
海
蔵
寺
と
申

か
の
え

露
匙
慶
三
庚
成
年
(
一
二
二

O
年
)

住
僧
常
明
法
印
身
延
山
二
世
日
向
上

人
之
門
弟
と
相
成
改
宗
仕
候
、
名
を

武

井

幸

夫

常
住
院
日
妙
と
改
め
寺
を
常
住
山
妙

福
寺
と
改
め
申
候
と
あ
り
、
境
内
の

比
類
な
き
老
松
と
と
も
に
、
七
百
数

十
年
の
歴
史
を
知
る
事
も
出
来
ま
す
。

じ
か
た

わ
ず
か
五
枚
つ
づ
り
の
地
方
文
書
、

色
は
粘
土
色
と
な
り
雨
漏
の
あ
と
、

ね
ず
み
の
害
も
み
ら
れ
る
古
文
書
K
、

何
白
年
の
歴
史
を
う
か
が
い
知
る
事

も
出
来
ま
し
た
。
乙
の
際
、
文
化
財

に
対
す
る
可
能
の
限
り
正
し
い
認
識

を
深
め
、
愛
蓄
U

想
の
高
揚
と
、
発

摺
ζ

保
存
、

貴
重
き
を
考
え
る

一
助

と
も
な
れ
ば
と
思
い
筆
を
と
り
ま
し

た。

優
勝
は
ど
の
チ

i
ム
ヘ
:
・

-
押
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ナ
イ
タ
ー
リ
l
グ
開
幕
・

押
中
同
窓
生
の
親
睦
を
深
め
る
ζ

当
日
に
は
四
試
合
が
行
わ
れ
、
こ

と
を
目
的
に
始
め
ら
れ
た
、
押
中
O

れ
か
ら
先
、
九
月
末
C
ろ
ま
で
の
予

B
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
l
グ
定
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

が
、
四
月
十
日
開
幕
し
ま
し
た
。

今

大
会
に
は
、
昨
年
よ
り
ニ
チ
l

ム
増
の
十
五
チ
l
ム
が
参
加
し
て
お

り
ま
す
が
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の
ま
と

ま
り
あ
る
チ

i
ム
が
多
く
、
チ
ー
ム

プ
レ

i
が
第
一
の
ソ
フ
ト
ボ
}
ル
だ

け
に
、
好
試
合
が
展
開
さ
れ
そ
う
で

す。
こ
う
い
っ
た
好
試
合
に
問
題
と
な

る
の
が
審
判
員
、
事
務
局
で
は
五
十

一
名
の
選
手
民
、
第
三
種
公
認
審
判

員
の
資
格
を
取
ら
せ
、
今
大
会
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

筆

J
P費

釣
人
は

只
黙
し
起
て

蛍
富
裕
伯

上

田

栄

月

ひ
ば
り
落
つ
静
け
さ
遠
き
町
灯
る

清

水

年

江

雲
雀
野
の
し
ど
み
鋭
き
と
げ
持
ち
て

松

岡

満

子

春
愁
や
消
し
て
も
消
え
ぬ
悔
残
る

磯

部

信

与

た
に
し
鳴
く
厨
の
灯
り
消
し
て
よ
り

内
藤
ふ
く
次

後
継
者
な
き
畑
耕
す

長
田
そ
の
子

椿
咲
き
旧
道
の
な
と
り
、
残
さ
れ
て

輿
石
さ
ゐ
代

ア
ド
バ
ル
ー
ン
霞
め
る
空
に
ビ
ル
を

吊
る

場
雲
雀

清

水

博

文

と
ざ
す
心
の
ほ
ぐ
れ
つ
L

河

田

好

子

場
雲
雀
か
す
み
の
奥
に
消
え
て
鳴
く

中

沢

静

代

飛
立
つ
雲
雀
に
虚
を
つ
か

桑

原

丑

寅

手足
元
を

れ



(8) 

技

能

士

に

な

る

チ

国

家

検

定

試

験

実

施

ヤ

ン

ス

昭
和
五
十
四
年
度
技
能
士
国
家
検

定
試
験
が
、
別
表
日
程
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
乙
の
技
能
検
定
は
、
学
科
試

験
と
実
技
試
験
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

ム
門
格
者
K
は
「
合
格
証
書
」
と
と
も

中
小
実
施
職
種

報公町和昭

洗たくはまとめて

に
「
持
龍
士
」
の
称
号
が
授
与
さ
れ

ま
す
。
技
能
士
と
し
て
の
自
信
と
誇

り
を
も
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
進
ん

で
参
加
す
る
ζ

と
を
お
進
め
し
ま
す
。

* 受

験

料

宮
震
は
八
千
円
J
八
千
五
百
円
。

学
科
は
千
五
百
円
。

※
な
お
、
受
験
資
格
は
コ
l
ス
に
よ

h
美
務
経
験
年
数
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
山
梨
県
職
業
能

力
開
発
協
会
(
甲
府
市
塩
部
三
丁
目

一J
四

電
話
甲
府
l
五
三
l
九

五
二
九

l
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。

@ 栗東 電力紙武書紅

甲府営業所

程

区 分 期 日

受験申請受付 54年 S5月E1 11日日 C伯O主)かまでら

6月13日明9
試験 実 施 96月月3209日日(伝日言!う まかでら

学科試験 i12115i 
合格発表 10月16日ω。

日二
十
二
日
年
金
相
談
所
開
設

大
い
に
利
用
を
・
:
.

二
十
歳
以
上
の
人
で
身
体
に
障
害

が
あ
る
人
、
長
期
の
安
静
を
、
仏
婁
と

す
る
病
気
の
た
め
、
長
い
間
日
常
生

活
の
用
が
自
分
で
で
き
な
い
障
害
者

の
方
に
は
、
障
害
年
金
、
障
害
福
祉

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
あ
な
た

は
年
金
の
請
求
手
続
き
を
わ
す
れ
て

い
ま
せ
ん
か
・
:
・
。
五
月
二
十
二
日

ω、
県
よ
り
年
金
相
談
員
が
来

i

庁
し

之
、
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

中
央
公
民
館
和
室
で
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
大
い
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

‘
母
子
健
康
手
帳
発
行

4

及
び
妊
婦
相
談
日

五

月

十

二

回

土

五
月
二
十
六
日
土

時
間
午
後
九
時

t十
二
時

場
所
中
央
公
民
館
和
室

も
ち
も
の
印
鑑

J，'/J; ~{り
昭
和
五
十
四
年
二
月
十
日
以
降

婚

姻

小

高

宗

明

)
上
河
東

芦

沢

洋

子

磯

部

洋
i

)
飯
喰

原

順

子

相

原

勇

1

・
}
飯
喰

d
池

二

恵

関

山

兼

治

}
清
水
新
居

塚

原

敏

子

神

宮

寺

孝

夫

;
〕
紙
漉
阿
原

小
宮
山
恵
美
子

鷹

野

敏

治

}
西
条
二
区

佐
野
美
知
子

松

山

忠

夫

)
清
水
新
島

山

本

千

春

市

川

肇

}
西
条
新
田

塚
田
美
恵
子

長

田

実

}
西
条
新
田

仲

沢

純

子

堀

口

文

明

}
上
河
東

、
村
松
幸
子

ヤ
吉
川
清
人

γ

}

上
河
東

ヤ
有
泉
の
り
子

島

津

達

正

}
上
河
東

名

取

亮

子

i

深
沢
金
太
郎

}
西
条
ニ
区

斉

藤

友

子

井

上

一

}
上
河
東

須

藤

和

美

小

林

昇

二

}

上

河

東

遠
藤
あ
か
ね

山

田

秀

才

}
押
越

平

川

定

美

池

田

繁

己i
}
清
水
新
居

橋

本

順

子

出
小
宮
山
美
香

抽
出
戸
友
彦

志

村

真

理

保

坂

千

絵

海
野
み
よ
子

土

橋

安

奈

山
本
美
穂

山
下
哲
夫

守
属
叫
亜
希
子

負

野

真

紀

山
口
由
紀
子

佐

野

美

和

下

里

和

也

坂

入

誠

山
田
和
美

山
口

亮

石

原

拓

朗 生

父

義

文

紙

漉

阿

原

章

三

河

東

中

島

力

上

河

東

明

夫

西

条

二

区

経

広

紙

漉

阿

原

俊

二

上

河

東

重

典

上

河

東

正

木

築

地

新

居

洋

清

水

新

居

久

紀

西

条

一

区

義

明

清

水

新

居

美

発

上

河

東

学

押

越

義

信

上

河

東

勤

上

河

東

正

樹

上

河

東

高

明

押

越

指
薗
、
機
械
加
工
、
金
属
プ
レ
ス

加
工
、
鉄
工
、
板
金
、
電
気
め
っ

き
、
仕
上
げ
、
ダ
イ
カ
ス
ト
、
光

学
ガ
ラ
ス
研
摩
、
染
色
、
婦
人
子

供
服
製
造
、
木
工
、
印
刷
、
ブ
ロ

ッ
ク
建
築
、
石
工
、
と
び
、
タ
イ

ル
張
り
、
左
官
、
畳
製
作
、
ス
レ

ー
ト
施
工
、
型
車
彫
刻
、
表
装
、

塗
装
、
写
真
の
各
科
。

、つノト
J
F

I
し

宇
品

ル
冗て

す

め

ま

と

え
ま

使

量

よ
適

率

は

効
の

も

も

水

/
¥
J
U
 

た

気

洗

電
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